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一人間として、人類の
歴史に禍根を残さな
いために、山の奥に封
じ込められ、いのちの
尊厳を冒瀆されている
人たちを放置しない。

北朝鮮の人々の生活の安定は北朝鮮の人々にとって
のみならず世界にとっても喫緊の課題である。
その解決のためには北朝鮮の人々の人権改善が不
可欠であり、“強制収容所”を解体することがその「鍵」
であった。しかし今はその鍵の本来の所有者金正日
が死去しいなくなったのである。

　　　　強制収容所を
　　一刻も早く
　　　　　 なくそう！

世界中の良心が声を挙げて
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「国際的モニタリング受入要請」

“地獄の北朝鮮政治犯収容所！”

ひとつに国連調査委員会（UN Commission of Inquiry）の設立が急務



2011年
9月～

平日ではありますが、可能な方は是非ご参加下さい。
殆どが英語での会議となると思いますが、当日通訳（同時通訳含む）が付くかどうかも、詳細が分かりましたら
当会のホームページにも掲載致します。
また9月以降はNO FENCEへのお問合せも可能です。　E-MAIL: nfstaff@netlive.ne.jp　

2・６「STOP! 北朝鮮の人道犯罪」院内集会 （開催予定）
            「第12号チョンゴリ政治犯収容所」の実態を聞く！
■日時：2012年2月6日（月）　12：15~13：00     ■会場：衆議院第一議員会館　第2会議室
■主催：北朝鮮における『人道に対する罪』を止める国際NGO連合（ICNK）

NO FENCE

11月～２月
2011年～2012年

最近の活動

昨年12月21日、東京大学のキャンパス内食堂横の展示スペースで、北朝鮮の
強制収容所の絵の展示会が開催されました。展示は、その数日前NO FENCE
の集会に参加された東大の土井香苗（ヒューマンライツウオッチ日本代表で
もある）先生ゼミ北朝鮮班の生徒さんたちから当会に絵の貸出し要請があり
実現したものです。主催した生徒さんたちは「収容所での残酷な拷問、公開処
刑が多く行われていることは、学生では知っている人の方が少ないと思う」と
話していました。若い方達のこのような試みをしっかり支持し、協力していき
たいと思います。（世話人：木原和子）

学生さんへの広がりを期待

     　　　　　　　　強制収容所の解放を第一に願う
            　　　　　　　    
                                         ――金正日死去に伴うNO FENCE声明――

　　 金正日が亡くなった。北朝鮮の人権改善、その根幹である強制収容所
　 　の廃絶を求めてきたNO FENCE（北朝鮮強制収容所をなくすアクション
　　 の会）として、この機会に以下のことを訴えたい。

一、　北朝鮮の民主化、人権の回復は、強制収容所の廃絶から始まる。
　強制収容所は北朝鮮人民の恐怖の的である。金日成・金正日親子の体制に反対したり、彼
らを誹謗すると、裁判もなしに、家族ぐるみ収容し、強制労働の末、死に追いやられるからで
ある。全国の山の中に十数か所あると見られる強制収容所がなくなれば、北朝鮮の人々は勇
気を持って発言し、行動に立ち上がることができる。

二、　強制収容所の廃絶から着手することは難しいことではない。
　（１）北朝鮮は国際人権規約〈自由権規約〉の加入国であり、
　（２）国連はここ数年間強制収容所を含む人権改善の総会決議を北朝鮮に対し行っており、
     〈３〉世界の主要人権ＮＧＯも強制収容所を根幹とする北朝鮮の人道犯罪を阻止する国
             際的な連合（ＩＣＮＫ）を本年9月８日に結成している。
　ただ、中国が上記の国連総会決議に反対し、北朝鮮の体制を支えている障害がある。しか
し、金正日亡き今、この障害を克服する条件が出てきた。中国が北朝鮮を改革開放に導きた
いなら、それを阻んできた強制収容所の廃絶が必要であることに気づくべきである。ナチの
強制収容所に匹敵する北朝鮮の強制収容所を、金正日亡きあとも擁護するなら、中国は世
界の笑いものになることを知るべきである。

三、　同時に二つの危険性もある。
　金正日の死は強制収容所廃絶にとって有利な事態であるが、世界の認識が遅れると、次
のような危険性があることも指摘したい。
万が一有事の際に収容者〈２０万人以上〉が証拠隠滅のために虐殺される恐れがあり（収
容所体験者の証言）、また一般市民で有事の際に抹殺される対象者が「十号対象」という呼
称で事前にリストアップされているとの情報もある。
　金正日の死を迎えたこの機会に、この強制収容所問題についての認識を高めていただきた
い。金正日が最も恐れていたことは、強制収容所の露見であった。その重しが取れたのである。

　　2011年12月19日
　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　NO FENCE〈北朝鮮強制収容所をなくすアクションの会〉

強制収容所を廃絶するための

ロードマップ 描きましょう！　　詰めましょう！　　

【12月19日 NO FENCE声明】

【12月3日 NO FENCE集会】

【11月25日 ICNK 院内集会】

世界の三大NGOが結束して動き出した
  ―北朝鮮の人道犯罪阻止に向けてー

『強制収容所の解体を第一に願う』

「STOP! 北朝鮮の人道犯罪」

＜2011年＞

みなさんと共に

…報告/7～８頁

…報告等/４～5頁

…声明/ 2頁

  ICNK活動
国会で学習会
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このコーナーは、各メディア記事から抜粋して掲載しています。
The latest news
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動物の剥製は記事と直接関係ありません。

平壌市内の錦繍山記念宮殿で、
花に囲まれ安置された金正日総
書記の遺体（2011.12.２０日共同）

複数のメディアによると、『遺体の防腐処理だけで約１００万ドル（約
7800万円）がかかり、その後も腐敗や酸化を防ぐため週２回程度、
ひつぎから取り出して防腐剤を塗り、２～３年に１度は保存液に１カ
月間浸すなどの管理が必要。』
   『その費用が年間約８０万ドル,親子で年間約１６０万ドル（約１億
２５００万円）以上の維持費用がかかると推定。このため「飢えた住
民にその金を使うべきだ」との批判の声も出ている』としている。
永久保存処理の作業を行ったのは全ロシア薬用芳香科学研究所。この
分野では世界トップ。ソ連の初代指導者レーニンや北朝鮮の金日成主席
らの処理も手がけ、世界的に知られる遺体保存の研究所のグループ。

  
　　　　　　　　　        平成23年11月22日（外務省プレスリリース）

    本22日（火曜日）（現地時間21日（月曜日）），ニューヨークで開催中の国連総会
第3委員会において，我が国及びEUが共同提出した北朝鮮人権状況決議が，7年
連続で賛成多数により採択されました。
    この決議は，北朝鮮における様々な人権侵害に強い懸念を表明し，北朝鮮に対
し，すべての人権と基本的自由の尊重や，拉致被害者の即時帰国の実現を含めた
拉致問題の早急な解決等を強く要求しています。
    北朝鮮の人権状況改善のためには，国際社会が連携して，北朝鮮に対する状況
改善に向けた具体的行動の働きかけを継続することが重要です。本決議が，すべ
ての国連加盟国からなる国連総会第3委員会で，多数の賛成票を得て採択された
ことは，拉致問題の早期解決を含む北朝鮮の人権状況に対して国際社会に引き続
き強い懸念が存在することを示しており，北朝鮮に対して国際社会の明確なメッ
セージを改めて発出することになったと考えます。
    我が国としては，北朝鮮が，今次決議に示された国際社会の声を真摯に受け止
め，拉致問題の早期解決を含めた人権状況の改善や，北朝鮮人権状況特別報告
者の受入れを含めた国際社会との協力に向け具体的行動をとるよう引き続き働
きかけていく考えです。

    （参考）
    1．投票結果
    賛成112票，反対16票，棄権55票で採択，共同提案国は，我が国，EU諸国，米，加，豪，NZ，韓国，ミク
ロネシア，トルコなど52か国（詳細は別添）。国連総会第3委員会メンバーは国連全加盟国（193か国）。
　2．本決議案は，今後12月中下旬の国連総会本会議で採決に付される予定。

北朝鮮人権状況決議の国連総会第3委員会における採択

遺体処理の専門家によると、保存作業は遺体から脳、
眼球、内蔵などの臓器を取り出して遺体を防腐剤に
漬け込み、液体を浸透させてから乾燥させていく。永
久保存作業の期間は半年から1年程度とみられる。

金総書記の遺体処理・維持費用負担で
         さらに国民に飢えを強要

●北朝鮮に取材源を持つ韓国の民営ラジオ局「
開かれた北朝鮮放送」の河泰慶代表は連日の
ように北朝鮮住民と通話して…２０日までは取
材できていた。
　その結果、河代表は「住民の５割は金総書記
の死を大した問題ではないと受け止めている。２
割はよく死んでくれたと感じ、３割は本当に悲し
んでいるとの感触を得た」と話す。
●３年前に脱北しソウルに住む４０歳代の男性
は「テレビカメラの前で最も激しく泣いている人
々の中にこそ、『よく死んでくれた』と思っている
人が多いはずだ」と指摘。
（出典：朝鮮中央通信＝共同／2011.12.22）

3



 NO FENCE 15号（ 2012年２月）

2012年1月8日

朝鮮民主主義人民共和国
平壌     朝鮮人民軍最高司令官

金正恩　殿

独立した国際的非政府組織(NGO)である我 （々団体リストについては本書簡末尾を参照して下さい）は、貴殿の
父上の逝去の後、貴殿が朝鮮民主主義人民共和国(北朝鮮)の指導者となったことを受けて本書簡をご送付申し
上げます。そして、貴殿に対し、貴殿のリーダーシップ及び北朝鮮の評判を高めるとともに、北朝鮮の人びとの利
益にもなると信じ、以下、いくつかの懸念及び意見を述べさせていただきます。

この一年が、貴殿及び北朝鮮国民にとって困難な難題の多い年になるのは明らかです。一方、貴殿がいかなる
指導者として歴史に名を残すのかという観点及び、北朝鮮の全国民の安寧という観点からこの歴史的な瞬間を
活かすのであれば、北朝鮮を人びとの人権と自由を尊重する国にするための大いなる機会ともなりえるのです。

長年北朝鮮問題に取り組んできた団体として、我々は、北朝鮮の人びとの置かれた状態を深く懸念しております。
20万人以上の男性、女性、子どもが未だに監獄や強制収容所に拘束されたままであります。その多くは政治的
理由で拘束されており、国際的に認められた犯罪を犯しておりません。過去拘束された人の家族や関係者であ
るというだけの理由で拘束されている人が多く、食糧や医療の不足ゆえに多数の被拘禁者が死亡に至るという
最悪の奴隷状態を耐え忍んでいるのです。

北朝鮮政府は、市民的及び政治的権利に関する国際規約及び経済的・社会的及び文化的権利に関する国際規
約を批准しており、よって同規約に規定される人権を遵守する義務を負うという事実にもかかわらず、2,450万
人の北朝鮮国民の大多数は、その人権を侵害され続けています。

北朝鮮国民は、政府の決めた規範からの些細な逸脱でさえ、生活手段、自由、基本的人権、または生命までをも
恣意的に失う結果につながりかねないという絶え間ない恐怖と危険に直面しています。しかも、人びとは独立し
た司法に訴え出る道を与えられていません。

極めて多くの政府部局や治安関係機関は、恣意的逮捕、無実の者の投獄、失踪/拉致、強制労働、拷問、そして処
刑にまでも手を染めています。表現の自由、結社の自由、集会の自由、移動の自由、宗教の自由などの基本的人
権は存在しません。政府発以外の情報へのアクセスは禁じられています。

数百万人の北朝鮮国民が毎日、飢えや栄養失調、そして不適切な医療に苦しんでいます。北朝鮮政府は最低限
度（decent level）の対応をする能力と手段を持ち合わせているものの、過失又は意図的な政府方針の結果、対
応をとっていないのは明らかであります。

北朝鮮政府は、いまや、人道に対する罪及び国際法の重大な違反の非難にさらされるに至っており、独立かつ
公平な国連調査委員会（UN Commission of Inquiry）の設立が急務であると我々は確信しております。

貴殿の祖父である金日成氏生誕百周年を祝う2012年4月15日まであとわずか数ヶ月という北朝鮮史上重大な
この時期、我々は、最高司令官たる貴殿に対し、基本方針の変更を求めるものであります。我々は貴殿に対し、こ
うした過ちを改め、貴殿の政権においては組織的かつ広範な人権侵害をやめるよう強く求めます。

我々は、北朝鮮の人権状況に関する国連特別報告者を招へいするとともに、国連特別報告者や赤十字国際委
員会などの国際的なモニタリング組織に対し「管理所」を含む全地域の拘禁施設へのアクセスを与えるよう強く
求めます。もうひとつの改革の重要な一歩として、集団処罰により「管理所」送りとなったすべての家族を、直ち
に人道的理由により釈放するべきであります。この釈放は、北朝鮮国民の苦しみを取り除く重要な最初の一歩と
なるでありましょう。同時に、国連及び国際社会における貴殿の評判を改善・強化するでしょう。

貴殿が、これまでの北朝鮮と異なり、人びとの人権、健康と幸福、個人の尊厳の完全な実現を目指す新たな北朝
鮮を構築する機会を掴み取ることを心から願っております。そうすることで初めて、北朝鮮は、これまで求めてき
た世界からの尊敬と安全を勝ち得るのであります。                                                                                        

お返事をお待ちしております。                                            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
•Advocates International Global Council 
•Amnesty International/アムネスティ・インターナショナル
•Asia Justice and Rights
•Asian Federation Against Involuntary Disappearances
•Asian Human Rights & Humanity Association of Japan/ アジア人権人道学会
•Burma Partnership (Thailand)
•Christian Lawyers Association for Paraguay
•Christian Solidarity Worldwide
•Committee for Human Rights in North Korea (USA)
•Conectas (Brazil)
•Council for Human Rights in North Korea (Canada)
•Freedom House (USA)
•Free NK Gulag (ROK)
•Free North Korea Radio (ROK)

•Han Voice (Canada)
•HH Katacombs (ROK)
•Human Rights Watch/ ヒューマン・ライツ・ウォッチ
•Human Rights Without Frontiers (Belgium)
•Inter-American Federation of Christian Lawyers
•International Federation for Human Rights (FIDH)
•COMJAN (Investigation Commission on Missing Japanese Probably
  Related  to North Korea)(Japan) / 特定失踪者問題調査会
•Japanese Lawyers Association for Abduction and Other Human Rights 
 Issues  in North Korea/ 北朝鮮による拉致と人権問題に取り組む法律家の会
•Jubilee Campaign (USA)
•Justice for North Korea (ROK)
•Kontras (Indonesia)
•Liberty in North Korea - LiNK (USA)

•Life Funds for North Korean Refugees (Japan) / 北朝鮮難民救援基金
•Network for North Korean Democracy and Human Rights (ROK)
•NK Intellectual Solidarity (ROK)
•NO FENCE <Association for the abolition of concentration camps 
  in North Korea>北朝鮮強制収容所をなくすアクションの会 (Japan)
•North Korea Freedom Coalition
•Odhikar (Bangladesh)
•Open North Korea (ROK)
•People In Need (Czech Republic)
•PSALT NK (Prayer Service Action Love Truth for North Korea)
•The Simon Wiesenthal Center (USA)
•The Society to Help Returnees to North Korea (Japan)
•Students Alliance for Human Rights in North Korea (ROK)
•Young Defectors' Alliance for North Korean Human Rights (ROK)

 

世界15カ国以上のNGOがメンバーとなっている「北朝鮮に
おける人道に対する罪を止める国際NGO連合」（ICNK）は、
1月8日の金正恩氏の誕生日を機に、書簡を交付し、父親と
異なり、人権を尊重した新しい北朝鮮を作るリーダーとなる
よう求めるアクションを行ないました。
日本では、休日明けの1月10日（火）に、ICNK日本のメンバ
ーたちが集まり、朝鮮総連まで出向いてこの書簡を交付す
るとともに、現場で記者会見を行いました。

４
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  http://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/22/11/1119_01.html　
  http://www2.ohchr.org/english/bodies/hrcouncil/docs/16session/A-HRC-16-58.pdf para 67
  http://daccess-dds-ny.un.org/doc/UNDOC/GEN/G10/107/93/PDF/G1010793.pdf?OpenElement

この「国会決議（案）」は、下記主催者側が提案する「案」として当日会場で配布されたものである。

　        北朝鮮に関する国連・事実調査委員会(UN Commission of Inquiry)
                                    設立を求める国会決議【案】　（2011年案）

北朝鮮による拉致問題が未解決であること、北朝鮮において組織的な拷問、強制労働、公開
処刑、集団処罰などが広範に行なわれ、表現の自由や集会・結社や移動の自由は否定され、
食糧不足による人道問題も発生するなど、劣悪な人権状況が報告されていることに深い懸
念を表明し、

北朝鮮政府が、拉致問題の早期解決を含めた人権状況の改善や北朝鮮人権状況特別報告
者の受入れを含めた国際社会との協力を求める日本政府の働きかけに応じておらず 、また、
国連総会において6年連続で採択されている北朝鮮人権状況決議にも対応していない実態
に鑑み、

また、国連の北朝鮮人権状況特別報告者であるマルズキ・ダルスマン氏がその報告書 におい
て「北朝鮮が全体として人権の保護・促進を確保する必要を強調」し、国連の前北朝鮮人権
状況特別報告者であるウィティット・ムンタボーン氏がその最終報告書 において、「北朝鮮に
おける人権を促進・保護するため、国連のあらゆる組織を総動員すること、及び人権侵害に
対する責任追及と処罰を具体化する過程と北朝鮮での不処罰の終焉を支持すること」を国
際社会に要請したことに留意して、

　　本議院は、日本政府に対し、

　　1)  拉致問題解決をはじめ、政治犯収容所解体や公開処刑の停止など、北朝鮮に
　　　 おける組織的かつ広範な人権侵害を解決するための国際社会の努力を倍増
　　　するよう更なる外交努力を行なうことを求め
　　2) 国連において、こうした人権侵害が人道に対する罪に該当するかを調査検証
　　　するとともに、こうした人権侵害を止めるために必要な行動について勧告する
　　　事実調査委員会(コミッション・オブ・インクワイアリ)が設立されるよう、努力す
　　　ることを求める。

※脚注　「人道に対する罪」について　　　国際刑事裁判所のローマ規程に規定されている集団殺害罪、人道に対する罪、
戦争犯罪、侵略の罪の4つの犯罪のうち北朝鮮でおきていると考えられるのは「人道に対する罪」です。ローマ規程第7条で、
人道に対する罪は「文民たる住民に対する攻撃であって広範又は組織的なものの一部として、そのような攻撃であると認識
しつつ行う次の行為」とされ、殺人、絶滅させる行為、奴隷化、住民の追放又は強制移送、国際法の基本的な原則に反する拘
禁その他の身体的な自由のはく奪、拷問、強姦等の重大な性的暴力、政治的・人種的理由等による迫害、強制失踪、アパルト
ヘイトなどが列挙されています。

― 開催の背景 ―
本年9月、世界のメジャー人権NGOが大連合し、参加国内団体が協同行動開始した。Human Rights Watch、Amnesty 
International, FIDHをはじめとする世界15か国40余の団体関係者が東京で一堂に会し、北朝鮮における『人道に対する罪』を
止める国際NGO連合ICNK (International Coalition to Stop Crimes against Humanity in North Korea)を結成しました。
拉致問題はじめ北朝鮮人権問題の解決に向け活動している日本の各団体もまた、この国際NGO連合：ICNKへの参画を公に表
明し、共同行動を推進している。拉致された同胞を取り戻し、北朝鮮に囚われたままの日本人妻らの帰還を実現し、さらには強
制収容所に象徴される北朝鮮当局による人道犯罪を抑止するために、私たち日本の民間は、そして政治は何をなし得るのか。
皆様とともに考えていきたい。（HRW作成文引用）

「 STOP!  北朝鮮の人道犯罪」院内集会
　～北朝鮮の人権情勢と国連事実調査団CoIの提案～

『人道に対する罪』阻止のためのグローバル連合結成の報告を兼ねて

日時：2011年11月25日（金）正午－午後1時
会場：参議院議員会館(永田町)　地下1階　B-107会議室
主催：北朝鮮における『人道に対する罪』を止める国際NGO連合 (ICNK)
後援：アムネスティ議員連盟、人権問題を市民と共に考える議員連盟
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この報告は、韓国のメディア「取材ファイル4321」が緊迫した脱北現場と中国をさまよう脱北難民たちの実態を
北朝鮮と中国の国境地帯で取材し、2011年11月13日に放映したもの。以下は、その映像から証言者のことばや
ナレーターのことばをNOFENCEで翻訳したものです。１２月３日（土）の集会は浜松町の「人権ライブラリー」の集会室で

午後挙行され、約５０名の方が集まって下さったが、とてもいい集
会であった。世話人４人で録音から起こした話や発言を読み返して
見ると、それを限られたスペースで要約することでは，その良さを伝
えられない。その全体は別冊資料でつかんでいただくこととして、こ
こではメインゲストのお二人のお話から大事な所を引用・紹介し、
最後に私が感じたことを一言述べて報告とさせていただきたい。

 １２月３日“世界のＮＧＯが結束して動き出した”集会報告
AIとHRWの取り組みと
                          NO FENCEの責任

副代表　小川　晴久
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★    集会は、若林秀樹さん（アムネスティーインターナショナル日本事務局長）、土井香苗さん
（ヒューマンライツウオッチ日本代表）からそれぞれの団体の取組を、宋允復（NOFENCE
事務局長）からは最新の北朝鮮状況報告が行われ、後半は質疑応答へと展開していった。

６

いう記念すべきキャンペーンの
中で、“individuals at risk”と
いう危機にある人々を中心に表
現の自由という人権を侵害され
て捕まった人を救おうという１０
人のケースを選んだのですが、
その一つに、囚人の一人ではな
いのですが、耀徳〈ヨドック〉収
容所の問題がキャンペーンの
一つになりまして、日本支部も今
年の春にそれを取り上げて取り
組み始めたのが、この耀徳収容
所の閉鎖を求める運動でありま
した。」

   「数多くの人権侵害がある中
で、・・・残念ながら現時点でこ
の北朝鮮の問題は中心的な課
題という位置づけにはなってお
りません。」「我々自身がこの問
題で動かなければどこが動くん
だ、ということで、我々がロンドン
にある本部国際事務局を動か
してでも、この問題について一
歩でも二歩でも動けるようにし
ていくことが、アムネスティーイ
ンターナショナル（ＡＩ）日本の
役割ではないかと思っています
ので、過去（十年）はどうあれ、こ
の耀徳の問題からスタートして
北朝鮮の人権侵害の問題につ
いて取り組んで行きたいと私は
事務局長の立場で思っている
所です。」

二、 HRW土井香苗
さんのお話から

 〈HRW設立の経緯〉
 「ヒューマンライツウォッチ
HRWの設立経緯ですが、１９７
８年、東西冷戦中、米ソ協約の
ヘルシンキ協約に『人権を保障
する』という文言が入れられた
ことを契機に、それをウォッチ（
監視）すると言うことで、ヘルシ
ンキウォッチが作られ、アメリカ
側でNGOが立ち上がりました。
その後アメリカウォッチ、アジア
ウォッチ、アフリカウォッチ等が
できて、１９８０年代半ばには、
様々なウォッチグループが並列
するような形になりました。」

〈日本オフィス開設〉
　「三年前日本のオフィス開設
となりました。・・・我々は世界９
０カ国位の人権状況をモニタ
ーして改善に取り組んできてお
りますが、その中でも人権状況
の最も悪い国の一つが間違い
なく北朝鮮であり、その状況は
悲惨なものがありますので、小
さい事務所ながら相当な部分
を現在北朝鮮問題にも注いで
おります。」

ヒューマン・ライツ・ウォッチ一、 アムネスティー
（ＡＩ）若林秀樹さん
のお話から
〈アムネスティー誕生の経緯〉
 「（アムネスティーは）５０年前（
１９６１年〉の５月２８日にロンド
ンでスタートしました。ピーター
・ベネンソン（Peter Benenson）
という一弁護士が、たまたま数ヶ
月前ポルトガルのリスボン（の喫
茶店）で〈二人の〉学生が“自由
に乾杯！”と言った瞬間に捕まっ
て七年の刑を受けてしまった、
それを（新聞記事で）知ったべ
ネンソンは憤りを感じ、ここが凄
いと思うんですが、ロンドンにい
ながら、自分の家族でもない、友
人でもない、他国の学生が捕ま
ったことに憤りを感じて、弁護士
活動では限界がある、大衆運動
を起こさないといけないと考え、
動き出して、いろんな新聞に掛
け合って、それを一つの新聞〈オ
ブザーバー〉が大々的に取り上
げて、“忘れられた囚人”（救出）
ということでスタートしました。ま
さに表現の自由、思想信条の自
由からスタートした運動です。」

〈政治犯収容所の閉鎖を求め
るハガキ運動〉
  「（アムネスティー）５０周年と

アムネスティーインターナショナル
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わせるよう来年通常国会が終る
頃までに、６月か７月にそのよう
な国会決議が通れば、８月か９
月頃に日本政府とEUでドラフト
〈決議原案〉を〈作り〉始め、１０
月１１月に世界各国からドラフ
ト案の了解を取るというのが外
交的流れとなります。国会決議
が得られても、必ずしも国連決
議に結びつく保証はないのです
が、非常に重要なステップにな
ると思います。EUでは一年前で
すが、COIに関する決議は出ま
したので、日本での決議が次の
ステップになります。なんとか早
いうちに、数年のうちにCOIとい
うICNK設立の目的を果したい
と思いますので、皆さまのご協
力をお願いします。」

三、 質疑討論から
―――NO FENCEの
責任大
　質疑討論に入り、コーディネ
ーターの砂川さんから「北朝鮮
の人道犯罪を止める」ロードマ
ップをどのように描いておられる
かと問われて、AIの若林さんは
当面六年間の計画を作り、二年
毎に達成度と計画をチェックし
ていきたいと答弁。HRWの土
井さんからは、北朝鮮の政治犯
収容所の問題は世界のトップレ
ベルのリーダーが話し合うにふ
さわしい重要な問題なのに、ま
だそうなっていない,それを世界
レベルのイシューにまで高め、
各国のリーダーが真に解決す
べき問題と認識するまで持って
いくにはまだまだステップがある, 
達成度は１００のうち２０位だ, 
やるべきことでやっていないこと
は沢山ある,「あとどれ位時間が
かかるかということは、我々がど
れだけ出来るかということでは
ないかと思う」という趣旨の答弁
があった。

　 AIもHRWも北朝鮮の人権
問題だけを取り組んでいる団体
ではない。我々NO FENCEは
北朝鮮の強制収容所の廃絶を
目指しているNGOである。

　この廃絶の課題が今どこまで
達成されているか、その達成に
は何が必要かを分析することは、
それができているか否かは別と
して、我々NO FENCEがやらね
ばならない。韓国の政治犯収容
所解体運動本部と連係しつつ、
その自覚をもっと高め、活動し
なければならない。国会決議案
一つにしても政治犯収容所の
解体がなぜ必要なのかを国会
議員にわかってもらう資料（体
験者が描いたイラスト集など）を
早急に作成しなければならない。
　AI, HRW, ICNKに感謝しつ
つ、NO FENCEのやるべきこと
の大きさを再認識させられた１
２月３日集会であった。金正日
死後の今、特にそれを思う。

〈人道に対する罪という国際犯
罪とCOI〉
　「今、実際に国際的刑事処罰
が可能な犯罪は、人道に対する
罪、戦争犯罪、ジェノサイド（大
量虐殺）の三つがありますが、
世界で最も責任の重い刑事犯
罪として、ICNKは国際的刑事
処罰の対象として北朝鮮を人
道の罪に問う活動を始めました。
ICNK参加NGOの合意事項は、
各NGO独自の活動はそれぞれ
今まで 通り行うが 、U N 
Commission of Inquiry(国連
調査委員会　以下COIと略記）
設立活動においては、一致団結
して行うということです。
　この委員会は、北朝鮮におい
て人道に対する罪という国際犯
罪が行われているかを調査する
委員会であります。この委員会
設立により、北朝鮮の人権問題
に対し、非常に高いレベルでの
調査、捜査が行われる初めての
取り組みとなり、国際的な注目
も非常に大きくなると思います。
今まで１０個以上設立されてお
りますが、最近では、リビア、シリ
ア、コートジボアールについて調
査委員会は出来ました。」

〈北朝鮮人権COI設立の方法〉
　「（設立には）人権理事会、安
全保障理事会、経済社会理事
会又は総会のどれかでの決議
が必要です。皆さんご存知の通
り総会で毎年一回北朝鮮の人
権決議が行われます。今年は七
年目なのですが、その決議分に
“Commission  of Inquiry を
設立します”という一文が入れ
ば設立となります。この一文を
来年〈２０１２年〉の人権決議に
入れるということが設立の現実
的な方法であります。しかし現
在の問題点は決議の提案者、
日本とEUが委員会設立を決議
案に入れておりません。そのた
め我々のようなNGOがCOIが
必要であるという声を上げ、
COIの設立を国会の決議にして
もらうよう国会議員にお願いを
しております。来年〈２０１２年〉
１１月の八回目の決議に間に合

●information

アムネスティーの
強制収容所の閉鎖を求める
ハガキ活動

詳細やダウンロード、
オンライン署名などは
アムネスティー日本の
ホームページから。
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Please imagine !

（イラスト撮影：木原和子）

ひとりひとり収容者所の妊婦が取り調べを受けている

囚人が牛の糞の中からトウモロコシの粒を見つけて食べたのを
見つかって看守に殴打されている

丸太を運ぶ作業では、障害者が丸太に引きずられている

8
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　　　北朝鮮の
　　強制収容所で
　日常的に行われ
ている虐待

＜収容所体験者が描いたイラスト＞
カラー写真は、強制収容所とは無関係です。



●脱北決心と挫折
私が独裁者金正目を護衛していた
時は外部と接触できなかったため、
よく食べ良い暮らしをしているとい
うテレビ、ラジオ、新聞雑誌を鵜呑
みにし、除隊してみると私が聞いた
こととは社会生活は180度違って
いたために、韓国の放送に耳を傾
けるようになった。

韓国KBS社会教育放送は、北朝
鮮の汽車には窓もなく旅行するに
も旅行証を検査するなど北朝鮮の
現実をそのまま話していた。
韓国の放送の真実味が私を韓国
に引き込んだ。そして全日成、全正
日父子が人民大衆に豚肉にコメの
飯を食べ瓦の家で暮らせるように
する、社会主義の地上楽園に往め
るようにすると語っているのは、虚
偽・欺隔だと知るに至った。

1994年10月１日中国国慶節を
契機に私は中国和龍でテコンドー
で全を儲け、延吉（ヨンギル）自治
州に入り朝鮮族に私の思いを語っ
た。 1994年11月26日韓国大使
館員と称する金ヨンホに会った。
後に分かったのは、彼は中国註在
北朝鮮大使館国家安全代表であ

った。彼は中国朝鮮族(特務)から
話を聞き、延吉に飛行機で来たの
だ。彼は私を誘惑するため、延辺（
ヨンビョン）大学数学講座長の家
で、韓国に行くには記者向けのメ
ッセージを書けと言った。私は全
日成、全正目を王朝独裁と非難し、
韓国の生活水準は北朝鮮より高
いことや、全正目がどの通路をどの
時間に通るか、事務室と別荘の位
置と執務室の構造、地下道、行事
日程、隨行員の特徴、全正目の散
歩時間と隨行員の放蕩生活、行事
の際の軍務戦闘技術、機材につい
て書いた。　

これに満足した北朝鮮国家安全
代表は私を連れて図椚一北京行
列単に乗り、1994年11月29日北
京駅前の近辺食堂で一晩寝て、天
安門広場そばにある朝鮮族旅館
で３日間泊りながら写真と韓国カ
レンダーと韓国のハナロというタ
バコを与え私を安心させた。そし
て天安門広場のそばにある写真
館で私のパスポート用だといって
写真を撮り、12月３日夕方６時30
分大使館の車に乗せて韓国大使
館に行くというが、人ってみると全
日成金正日父子の写真があり北
朝鮮大使館と気付いた。しかし時
はすでに遅かった。

そして1994年12月４日北京一平
壌行き飛行機で夕方に北朝鮮服
安飛行場に強制達行された。
私は全身をギブスで固められたま
ま麻酔とモルヒネ注射を打たれて、
平壌市蓮池洞（ヨンジドン）所在の
国宗安全保衛部予審局(第３局)1
号監房の１番収監者となった。こ
の時、私を担当した予審員は全ス
ンチョル、２階の216号室で調査
を受けた。

●予審期間の苦痛

国家保衛部(3局)予審局長は録音
機で私の話を聞きながら｢他でも
ない君がどうしてこんな誹謗と権
威毀損、そのうえ敵が狙う護衛事
業の秘密まで漏洩したのか？将軍
様の身辺安全にどれはどの危険を
もたらしたか。君は民族の敵であ
り処断されるべきだ｣といいながら
｢銃殺しろ！｣と怒鳴るのであった。

その日の夕方から私は独房で拷問
された。保衛員が足と銃で殴打し
たせいで足が腫れ、鼓膜は破れ、
歯は析れた。彼らは明け方４時か
ら夕方10時まで眠らせず、寝る時
間には警護員が入ってきて頭に水
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北朝鮮政治犯収容所!地獄の

リバックヨウ

”北脱出者手記”を韓和訳したものです。 （出典： 自由北朝鮮放送）

李  白勇 (仮名 )
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た。管理所入口から私が暮らす大粛
呈まで行くのに２時間半程かかる｡
新入は15日間訓練を受け､その後
に斑､小隊に配置される。
私たちの区域には千人ほどいた。１
班、２斑、３班、女性班、家族班、工
務班になっている。班別で四方に高
さ４メートルの電気鉄条網が張り
巡らされている。家は板張りのアバ
ラ屋だ。夜ごと警備隊のチンピラが
武器を携帯して警戒所に立つ。朝５
時までに食事をして作業場に行く。
一班は170入程で、一小隊56入程、
三個小隊になっている。新入者は１
ケ月に5～10入程度だが、着実に
入ってきた。

作業は朝５時から夕方日が暮れる
まで続く。昼は飯を本人が持ってく
る。作業内容は毎日違う。私たちの
中隊、私たちの小隊は山に登ってひ
とりが一日平均1.5立方メートルの
本を斧で伐採するのだ。木は社会に
売る。時には保衛指導員の家に持っ
ていく。他の中隊はとうもろこし農
作業をした。一小隊当たりの畑は
20町歩。一日背負子(しょいこ)120
杯分の水を山から畑まで1000m
足で運んでこそ宿舎に戻れる。

宿舎に戻ってからはパンツ一枚の
裸のまま担当保衛指導員達に朝鮮
トネリコ（木材として使われ、弾力性
に優れ頑丈な木の名称）でその木
が10本が折れるほど地に伏せたま
ま叩かれる。
男はまだましだ。女の場合は胸をは
だけられパンツ一枚身に着けた状
態で手の甲を同じく10本の木材が
折れるほど叩かれる。さらに自分が
用を足した大便を自分の手でトウモ
ロコシ一株一株に土を取り除いて
詰めなければならない。

一日の食糧は一人当りとうもろこし
150gの時もあれば100gの時もあ
る。それは一日の課題遂行とその年
の収穫によって違う。汁は塩汁のみ
で、白菜か大根の菜が浮いている。
休日は１月１日、２月16日、４月15
日しかない。区域の中にはスローガ
ンの看板が多い。

『階級的仇敵には一歩の譲歩も
妥協もあってはならない!』
『反党、反革命分子には警戒し監
視しよう!』
『農作業は生命だ、しっかりやろ

う！』『逃走分子は現場銃殺、また
は絞首刑だ』
など物恐ろしいものとなっている。

囚人は保衛員や警備隊軍人、社
会の人がくれば頭を地面に当て
てひざまずかなければならない。
遠くからでも彼らを見ると地面に
当てた頭と腰を銃床や足、石でむ
やみに殴り、時には脳髄が漏れて
死ぬことも頻繁にある。ポケット
に塩を入れていたり、火打ち石を
待ち機関銃歩けば逃走企図分子
さとれて銃殺、絞首刑、生き埋め
にされる。

ハン・スンチョルの実例を挙げる。
彼は咸鏡北道（ハムギョンブクド）
会寧市（フェリョンシ）烏山洞（オ
サンドン）に住み、韓国に行こうと
したが会寧で捕まり送られてきた。
彼が収容所生活４年目にポケッ
トから塩が出てきたとして区域の
端から端までソ連製車ウワズの
牽引フックに針金で足首を結び、
囚人を道の両側に立てて4kmを
警戒所の前まで引きずった。その
結果腰の皮と頭の皮がみなむけ
て死んだが、死体を絞首台に縛り、
囚人に血に触れさせた。逃走を企
んだらこうやって殺すぞと脅した。
この時、警備隊１個中隊ほどが囚
人を包囲して機関銃と自動小銃
を構えて監視し、不穏な兆しがあ
れば銃で殴る。この日平安北道か
ら来た安城（アンソン）老人(60歳)
が死んだ。

日本の時代より金日成、全正日は
もっとあくどくファッショ的だと話
したとして入ってきた人だ。その
老人が｢たった塩一握りのために
こんなにみじめに引きずって殺す
のか。｣「その上死んだ人を絞首
台に結んでおいて囚人に死んだ
人の血を触るようにさせるか。」と
飛び出して訴えた。残忍な光景を
見て精神が変になり大声を張り
上げたのだ。彼はその場で機関銃
で射殺された。こうしたことは１ケ
月に６人ないし10人程度起きる。
また、生きた人間を生きうめした
場合もある。

反政府陰謀と韓国への脱出を企
てたとして96年茂山から来たキ
ム・スンチョル（28歳）は、ある日
の夜保衛指導員が外に出て来い

●第15号(燿徳（ヨドク）
　管理所生活

をぶっかけ、体を凍えさせた。毎日
のように手と足を交互に鎖をはめ
ドアの隙間から差し出させ、クヌギ
の棒で足の甲と脚の骨を叩いては
苦痛を与えた、一日も欠かさずに。
また、鎖で縛って空中にぶら下げ、
鉄串とクヌギの棒で叩いた。誰か
ら任務を受けてそんなことをした
のかと尋問するのであった。私の
話は録音された。ある時は便器の
穴に頭を強く打ち付け水を注いで
「頭をきれいに洗ってやるぞ」と言
いながら、何時間も虐待、殴打した。 
12月から５月までに体験した苦痛
は表現できない。飯は一日３食､一
食当たりとうもろこし米33グラム
と塩漬けの白菜を煮た汁をスプー
ンなしで食べた。
拘留湯に入る時94キロだった私
の体重は出てくる時は54キロにな
っていた。

予審の際は6～7人が入ってきて私
を横にし、ヤカンで水を注ぎこみ腹
を踏んで水を吐かせた。時には鼻の
穴にヤカンで水を注いだ。私はひど
い熱病に罹った。死んでたまるかと
いう精神力で苦痛を耐え、空腹も
忘れた。禁食処罰だといって一日２
食66グラムしか与えない侍もあっ
た。

私は刑法44粂、46粂、47粂により
死刑宣告を受けた。４月のある日、
予審官金スンチョルが私を呼び出
した。お前の家にある録音機で
KBC放送を聞いたことを現地確定
（現場検証）すると、平壌から茂山ま
で下り私の妻を弄んでから平壌に
戻り、「家に録音機はない」と両親と
妻が捺印した文書を私に見せ、私
が書いた文書の中で「録音機で
KBS放送を聞いた」と書いた部分
を削除するのであった。録音機は金
スンチョルが横取りした。「誰にも絶
対に言うな」という。
金正日の運転手をしている弟を生
かすため、私を国水俣衛部耀徳（ヨ
ドク）管理所（15号）大粛里という
ところに送るということだった。

耀徳に行く時は平壌市軟骨洞から
ソ連製車シンジルに乗せられていっ

ヨンゴル
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●飢えたはらわたを抱い
　て死んでいく政治犯

（この手記はNOFENCEで資料として韓和訳したもの
ですが完全に正確を期するものではありません。）

というので外に出るやいなや頭に
カゴを被せられた。外で警備隊が
見守る中、5人の囚人は穴を掘る
よう言われ、また明かりを灯すよ
う指示された。出て来いと言うの
で皆が外に出てみたところ、穴の
前に彼が立たされていた。反革命
分子はこのようにして死ぬのだと
金槌で頭のてっぺんを殴りつけ
意識を失わせた後土埋めにされ
た。その過程で囚人のうちの一人
がきちんと穴を掘らないという理
由で額に銃を撃たれその場で同
じく土埋めにされたのだった。

人体実験の犠牲となった二人に
ついて話す。鄭ヒョンス(26歳)は
国軍捕虜の息子だが、平安北道
訴義州市（シンウィジュシ）ラグォ
ン機械工場労働者で、船で韓国
に逃げようとして捕えられたが、
人体実験で死んだ。黄海北道（フ
ァンヘブクド）青丹郡（チョンダン
グン）軍党責任秘書の息子、率チ
ョングン(36才)はドイツで韓国ス
パイに包摂されスパイをしたとい
うが、体が頑丈だとして人体実験
室に送られた。試験場所は南浦
市（ナムポシ）にあって朝鮮戦争
時に国軍捕虜を人体実験で使い
始め、現在まで運営されていると
いう。

この秘密はそこで暮らしていた日
本人妻、三菱フミコが入ってきて
部分的に暴露された。この秘密漏
洩によってフミコは96年８月拘留
湯に引っ張られて行きまた戻って
きた。その後警偏隊員たちが車の
牽引フックに手を針金で結んで引
きずり、彼女は死んだという。

帰国者ハン・シンオクも無念に死
んだ。彼女の両親は現在日本にい
るという。帰国して黄海北道沙里
院市で暮らしたが、金正日を誹膀
して捕った。朝鮮がない地球は回

らないという金正目の言葉を、「金
正日がどう地球の回転を止めるの
か」などと評した。保衛指導員が倉
庫で手錠をはめ殴ったが、逆らっ
たために５日間飯と水を与えず、結
局飢え死にした。
担当保衛指導員が階級的な敵だ
とする収監女性を性的奴隷にする
場合もある。李チャンオクは在中
同胞出身で平壌市芸指図の指揮
者であった。中国と北朝鮮の差を
口にし、金正日が悪いと語ったが
ために管理所に連れられてきたと
いう。彼女の父は吉林省毓文（ユ
ク・ムン）中学校校長だという。保
衛員がある日女性たちを外に集め、
「この犬畜生、ズボンを脱げ」とい
って家の門を閉めて彼女を犯して
性欲を満たした後、串で子宮を剰レ
本で下半身を叩いた。彼女は一週
間後に死んだ。

耀徳管理所には元高官も閉じ込
められていた。瀋陽駐在北朝鮮総
領事を歴任した金ジョンナムは
1997年管理所に入ってきたが､
全正目の政策は世にも稀な閉鎖
政策だと非難したからだという。中
央党３号庁會統一戦線部貴任指
導員だったある老人は張成沢の右
腕だったというが、保復員が言う
とおりにちゃんと勤かず、頭を地面
にこすりつけてひざまずかなかっ
たために、パンツー丁で地べたを
100mほど這うよう兪じられた。こ
れもちゃんとやらないからと石で
腰を叩かれ、寝たきりにされてしま
った。

耀徳管理所政治犯は一日平均
120g(一食40g)のとうもろこし粥
を食べて一日15～16時間労働制

に苦しむ。収容所当局は、労働とひ
もじさの中で、金正目の配慮がど
れだけ大きいかを各自考えろと強
要する。管理所とはいえども人間
が暮らす所なのだから何とかなる
だろうと考えたが、その身体的・精
神的苦痛はとうてい表現できない
ほどであった。待機所に15日間い
た後、作業班に配置されると服は
死んだ人の服を着て、宿舎はとう
もろこし保管用倉庫を使った。豚
舎よりも劣る紙切れのような家で、
雨は漏り、吹雪がそのまま吹き込
んできた。

囚人はあまりにも腹がすいてオオ
バコ、サルナシ、桔梗、蛇、カエル、
ネズミなど食べられるものは片っ
端から食べる。蛇の皮までそのま
ま食べ、ネズミの毛とはらわたまで
食べてしまう姿はこれ以上描写で
きない。管理所保所員用の鶏やガ
チョウ、鴨にはとうもろこしがまと
もに供給される。囚人は牛の梗に
まじるとうもろこしの粒を拾って食
べては「力が出る」と喜ぶ。彼らは
栄養失調で徐々に死んでいく。頭
が小さくなり背が縮んで奇形化す
る。しばらくすると顔と全身がむく
み、液が漏れ始める。死ぬ直前に
なるとは空を見上げて「天よ、私を
肋けてくれ」と声を上げる。

死ぬと残りの囚人が死体をどこに
でも埋めるが、汗を垂らして山に
死体を運び、踏み間違えて死体と
ともに転がり落ち、死ぬ者も出てく
る。

この文を読むすべの方々に訴える。
北朝鮮の人権改善のために闘って
ほしい。脱北者が中国という異郷
で追われながら生きていることに
思いを致してほしい。



KBS 1TV「取材ファイル4321」（2011年11月13日放映）から

  ～～～～～
　北朝鮮と中国の国境地帯。
国境越えの北朝鮮領土の山には焚き物で使う木
さえ見えず、遠く見える山岸に北朝鮮軍警備警戒
所がはっきりと見えます。近隣の野原には北朝鮮
住民たちが行き来し、その横には地面を掘って脱
北を監視する警備警戒所もあります。
　豆満江越しの市内全景が一目で見える咸境北
道（ハムギョンプクト）茂山郡。
家ごとに白い煙突がそびえ立っています。
北朝鮮の最大鉄鉱石の山地であるにもかかわら
ず、燃料不足で、安くて質の悪い褐炭などを燃や
して出てくる煙を抜き取るためのものであるよう
です。
　村の周辺には、浚渫（しゅんせつ）の作業をして
いた人びとが仕事を止めたまま集まっており、あ
る女性が川で何かを洗っています。
　ここは水深が浅くて幅も数十メートルに過ぎな
いということで、主な脱北経路と知られています。
このため、中国軍と公安の警備が厳しく、一切の
撮影も禁止された状況。

川を渡っている男性 2人が取材チームのカメラに
捕らえられました。しかし、堤防の方からこの二人
を追って行く誰かも一緒にカメラに捕捉されます。

　鴨緑江越しの北朝鮮両江道恵山が見える中国
長白県一帯。
先月25日午後4時頃、取材チームがここで携帯
電話を利用して撮影しました。
　鴨緑江の水辺に倒れている一人の男性を、他
の二人の男性が調べ、となりで黒い服を着た男
性三人が慌ただしく周りを見回します。
　しばらくして他の黒い服を着た二人が駆けつ
けてきますが、応急措置どころかただ見守ってい
るだけです。倒れていた男性は現場で死にました。

◆目撃者 「北朝鮮の住民で、真昼に密輸なのか
何なのか内幕は全然分からないけど…中国に渡
ったから鉄砲で撃ったんでしょうね。」

  ～～～～～
「国境を越えたら撃つ」 
　 今年から変わった北朝鮮の態度です。脱北し
て摘発されたら現場で射殺されるのです。
　「北朝鮮側です。北朝鮮警戒所は、あちらの突
き出てる場所の隣です。」
  銃殺危機の中で、今も川を渡る脱北難民たち。
この人たちは、果して生きて脱出できるのか。

■脱北難民　「私たちはちょっと間違えば死ぬん
ですよ。とにかく私たちは生きて出て来れないん
です。 出てくる時に手榴弾をつけて来ました。捕
まっちゃったら、自爆するしかない。」
  ～～～～～
　川を渡るのに成功しても他国のあっちこっちで
売られている脱北女性たち。

■脱北女性　「ここに来ても体を売って、朝鮮の
女達が…売ってまた売って、必死に逃げて、また他
の所でまた売って… こうすれば金儲けできるんじ
ゃない。」
  ～～～～～
　中国をさすらう脱北難民は約30万人と推算さ
れています。

■脱北女性　「中国に来て生活してると、国がな
い民族の悲しみを感じるようになるんです。だか
ら韓国も私の国です。だから私は（韓国に）行き
たいです。」
  ～～～～～
 北朝鮮と中国, そして大韓民国、この人たちにと
って祖国はどこだろうか。果してこの人たちに祖
国はあるのか。
閉鎖された3代世襲の独裁社会, 北朝鮮。そこで
は、飢えた住民たちが（国境を越えるため）川を
渡ろうとした現場で銃に撃たれ命を失ったりしま
す。緊迫した脱北現場と中国をさまよう脱北難民
たちの実態を「取材ファイル4321」が北朝鮮と
中国の国境地帯で取材しました。
  
　　　　̶̶̶̶＊＊＊̶̶̶̶

  ～～～～～
　40代に見えるこの男性は、北朝鮮で鴨緑江を
越え中国に来たのではないか。鉄砲を撃った者
は、川の向こう側の北朝鮮警備兵たちと推定され
ます。
　脱北者の銃殺される光景が実際に確認された
のは今回が初めてである。しかし, 現地の同胞と
脱北者たちは、何ヶ月前から銃殺のうわさが出回
っていると言います。

●インタビュー　「今回が初めではないというこ
とですか?」
■脱北者 「何人かが越えて来ている途中一人が
射殺されたが、それが女だと言ったら、中国朝鮮
族たちもその時は悪口をたくさん叩いてたんで
すよ。『◯◯◯ら、ご飯も食べさせられないくせに
人はよく殺すんだ』と」
  ～～～～～
　真昼間にも国境を越えるだけで銃殺を躊躇し
ない北朝鮮。
金正恩後継体制以後、脱北者に対する対応がど
の程度強硬になったのか見当がつきます。
北朝鮮と国境を突き合わせている東北3省朝鮮
族居住地域には、脱北した住民たちが逮捕され、
強制北送される場合も非常に多くあります。
　国境から遠くない中国の一都心の裏通り。粗
末な隠れ処に北朝鮮脱北難民5人が隠れていま
す。
 
●インタビュー　「（北から）来られてからどの位
経ちました？」
■脱北者 「3日です。私たちは7月に来ました。」
  ～～～～～
　銃殺するとの情報が流れてからは、つかまれば
死ぬという覚悟で手榴弾を持ってくる脱北者もい
ます。

■北朝鮮脱北難民 「私たちはただ一つ間違えれ
ば死ぬんですよ。私たちはとにかく生きて帰ること
はないと… 絶対に帰りません。最初来るときは手

脱北実態の報告生きて渡れ
「

」
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せざるを得なかったたことお詫びいたします。
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◆目撃者　「何かズドンと音がしたんです。
それから私たちの前に人々が走っていって…
その川の方を見下ろしてみたら倒れている人
が一人いたんです。倒れてるのにぶるぶると
這って…その時までは動いてたんですよ。」

この報告は、韓国のメディアKBS 1TV「取材ファイル 4321」が緊迫した脱北現場と中国をさまよう脱北難民たち
の実態を北朝鮮と中国の国境地帯で取材し、2011年11月13日に放映したもの。以下は、その映像から証言者や
ナレーターのことばをNOFENCEで和訳したものです。【この翻訳は資料用に作成したもので正確性を保証しません。】



らう女性たちも多いです。
23歳のこの脱北女性は4年前中国に売
られてきて娘を生んで逃げでてきました。
●インタビュー　「何歳の時、産みました？」
■脱北女性　「19歳の頃。」
●インタビュー　「売られた所はどんな所だった
んですか?」
■脱北女性 「年上だったです。43歳。」
  ～～～～～
　　　＜中略＞
　韓国男性たちを相手に映像チャットに強制的
に関わらせられて搾取される脱北女性もいます。

■脱北女性　「(私を) 連れてくるのにお金がたく
さん要ったと、中国のお金で１万元だったと、１
万元儲けたら月給与えると、そんなふうに話して
たんです。夜明け５時から８時まで２、３時間寝
ながら変な行動をやらせるんです。」
  ～～～～～
　生きるために川を渡ってきた脱北難民たち。や
っと生きて川を渡っても、人々は人身売買と飢え、
そして強制送還を恐れながら日々を過さなけれ
ばなりません。
この人びとが北に送還されてから経験する苦痛
はどんなものなのか。
北朝鮮の管理所、いわゆる政治犯収容所は現在 
6ヶ所。
政治犯とその孫まで一家族3代が裁判なしに収
監され、特に強制送還された脱北住民を残忍に
処罰する所でもあります。

●インタビュー　「北送されれば、政治犯収容所
に入る人もいますか?」
■脱北後、強制北送された男性 「はい。」 
●インタビュー　「どんな人々がそっちの方に入
るんですか？」
■男性　「国家に罪を犯して出てつかまった人々。 
出ても発言が下手でつかまった人々。」
●インタビュー　「生きて出にくいですよね?」
■男性　「はい。出る事ができませんね。 死んで
もそこで死ぬしかないから。」
  ～～～～～
　人工衛星を通じて見た咸境北道にある15号
耀徳收容所。
耀徳郡内の5つの里にかけて東西南北に標高約
１千メートルの山に囲まれています。
　収容所内のある村には、収容所を管轄する国
家安全保衛部の建物と拘留場、警備隊の本部な
どがあり、他の区域では収監者たちの村と公開処
刑場、金日成・金正日革命思想研究所の建物も
確認されます。

　一番最近公開された2008年、冬の耀徳収容
所を2003年のものと比べてみました。
表示された所は保衛部員の私宅で、5年の間に
数十戸の建物が増え、鉱山の周りにも新しい建
物が発見されます。
その他の収監者たちの村も、宿所や作業場がより
広くなったり、統合、新築され、収監者の数が増え
続けていることがわかります。

　平安南道、大同江の流域の价川と北倉収容所。
先に北倉の本部区域です。
収監者の宿所周辺に大規模の農場があり、強制
労働が行なわれていることがわかります。

　こちらは价川収容所の本部。 
宿所の上の方の山岳地帯に炭鉱の入口が確認
され、こちらの収監者たちも炭鉱で強制労働をし
ているようです。

　北倉収容所も2003年のものと2008年とを比
べて見ました。
収監者の処罰場所のほうには5年前になかった
警備隊員の私宅と作業場が増え、収監者の数も

  ～～～～～
　中東の民主化やカダフィの死亡情報は、聞い
たこともないと言います。　
●インタビュー　「全然知らなかったんですか？
人々みんな？」 
■脱北難民　「はい。知ってる人もいるかもしれ
ませんが、私たちは朝出ると夕方に帰って来るの
で、報道みたいなのは聞けないんです。」
  ～～～～～
　中国のもう一つの隠れ処で会った 20代女性。
深刻な栄養失調状態で強制労役中、胸骨にけが
をし、肺結核にまでかかっています。
　取材チームは本人の同意を得て胸の傷をみて
見ました。
●インタビュー　「骨が飛び出していますね。どう
したんですか?」 
■脱北女性　「こんなふうにされました。」
●インタビュー　「ヒジで殴られたんですか？まと
もに治療を受けた事はありますか?」
■脱北女性　「ないです。」
  ～～～～～
　この女性は脱北の前には北朝鮮の発電所や
突撃隊で働いて草までかじったことがあると言い
ます。
■脱北女性　「私も何の草なのかよく知りません
が、その草を食べました。 (そこで死んでいく人も) 
多いです。飢えて死んだり、金がなくて死んだり、
凍えて死んだり…」
  ～～～～～
　耐えれなくなり脱北したが、人身売買に引っか
かって33歳の漢族男性に、３万5千元（約6百万
ウォン）で売られてきました。治療が至急必要な
状況だが、いつつかまるかわからないので抗生
剤で堪えつづけています。
　　　＜中略＞　
国家が無力だったり危機の際に、一番苦しむの
は女性と子供。特に脱北女性たちは人身売買で
売られたり、性的虐待にあう場合も多いです。
　2年前脱北したこの50代女性は農村、食堂、世
話役で四回も売られました。
取り締まりを避けて隠れる所が必要で、その上、
北にいる娘にお金を送るため、自ら自分を売った
と言います。韓国へ行けば北にいる娘に永遠に
会えないと考えると悲しみがこみ上げてきます。
■脱北女性　「私がここに来て苦労しながらお金
を送っていても娘が胸をいためる…(泣く)…お金
を送ってくれる女を通じて私がお爺さんに無視さ
れてる話を(娘が)聞いたみたいです。」
  ～～～～～
　このように北朝鮮に、あるいは中国に子供を残
しておいて逃げる女性たちは計り知れない位に
多いです。
■脱北女性　「夜明け4時に起きて夕方 7時まで
木を植えたりします。一日中、洗濯物をしたりした
のに、その家で秋にお金をくれないと言ったんで
す。」
  ～～～～～
　お金で売られてきたため、人間的な待遇を受
けないことがほとんどです。
■脱北女性 「私は自分が売られてきたのも知り
ませんでした。その主人という人がいつも私に“（
お前は）売られてきたんだ”と、“そのお金を全部返
すまでお前は（ここに）住まなければならない”と・
・・」
  ～～～～～
　また、村の住民が通報でもしないかと恐れなが
ら暮らし、中国公安の取り締まりの奇襲に追い回
される場合も多いです。
■脱北女性　「正門から公安４人が入ってきた
んです。仕方なくその2メートルにもなる窓から飛
びおりて、姙娠中だっだのに・・・冷たい水がここ
まで入っているところにそのまま入って１時間も
隠れていたんです。」
  ～～～～～
　性的虐待を受けて国籍のないまま中国をさす

榴弾つけて来ました。つかまる時は、自爆だと・・・」
  ～～～～～
　娘と一緒に脱出して一人だけつかまってしまっ
た50代女性。
■北朝鮮脱北難民 「私は誰かご飯くれる人もい
なくて、数ヶ月間つかまったまま、足が凍傷にかか
って足指がすべて凍って真っ黒ですね。ここの足
指の爪…すべて抜けて」
  ～～～～～
　飢えと寒さに耐える事ができず、命をかけてま
た豆満江を渡りました。
■脱北難民 「故郷を捨てていくのに、生きようと
しているのか死のうとしてるのか…」
  ～～～～～
　中国の他の隠れ処。一家族3人など脱北難民
16人が隠れています。
　つかまれば死ぬかもしれないという恐怖感に
脱北女性2人が取材チームに抱きついて泣きま
す。
　こちらで会ったある女性は、ご主人と子供と一緒
に脱出したが、一人だけ中国公安につかまってしま
い、持っていたお金を渡して、釈放されたといいます。

■脱北女性 「現金が3千元しかなくてどうしたら
いいかと言ったら、それでいいと言われて、受け
取ってもらって…付いて行きなさいと。」
  ～～～～～
中国の他の都市で会った40代脱北男性。
一回つかまって強制送還されたが、命かけてまた
国境を越えました。去る3月、家族4人が一緒に脱
出して息子と自分がつかまって、家族はばらばら
になりました。

<録音>■ 脱北難民 「嫁と子供達二人で行こうと
して、嫁とうちの末娘が先に行って2日過ごし、私
が息子を連れて渡り中国人と車乗って１時間ほ
どのところにある展望台…。そこ。 その展望台で
つかまって2ヶ月閉じこめられていたから…」
  ～～～～～
　一緒に北送された16歳息子はまだ生死さえ分
からないままです。
■脱北難民 「(長男は)私より先に釈放されたと言
われたんですが、私と別れてしまったんです。息子
はお母さんを捜しにいくと言ったらしいんですが、
どうなったのか分からないです」
  ～～～～～
長い間飢えたように、ものすごくやつれている男
性は指を二つも切られた状態。

●インタビュー　「手をちょっと見せてください。
いつこのようになりましたか?」 
■脱北難民　「83年。仕事でけがをしました。」
  ～～～～～
　いわゆる苦難の行軍が盛んでいた1997年に
は、お母さんが飢えに負けて死ぬのを見守らなけ
ればならなかったと言います。

■脱北難民　「ご飯をお互いに譲るから･･･私は
食べてなかったのも知らなくて、お母さん食べた
んだろうと思っていたんです。最期に、お母さんの
体を見たら腹の皮が背の皮に付いたという諺も
ありますが、本当に腹の皮を触ってみたら背の皮
がつかめたんです。」
  ～～～～～
　今も食糧配給量は守られていない。労動者の月
給では米を買いにくいです。
●インタビュー　「月給はいくらですか？北朝鮮
貨幤で?」
■脱北難民　「千5百ウォン。」
●インタビュー「米1キログラムはいくらですか?」 
■脱北難民　「2千ウォンくらいだったです。」
●インタビュー　「それでは月給で米 1キログラ
ムも買えないんですよね？」
■脱北難民　「はい。個人一人では買う事ができ
ませんね。」
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んです。その人たちは黄長燁という人を見たこと
もないと・・・」
  ～～～～～

　1983年に帰順したリ・ウンピョン大尉家族も

同様でした。

「(リ・ウンピョン大尉の)親と息子は終身刑、その
次の妹たちは革命化区域。保衛指導員から聞い
たんですが、親と息子は銃殺されたようです。そ
の後に。」
  ～～～～～

　ドイツ留学生時代、北朝鮮に入国した後、脱北

したオギルナム氏の夫人、いわゆる「統営の娘」

で知られている申淑子（シン・スクチャ）さんと、娘

である恵媛（ヘウォン)、圭媛（ギュウォン）さんも収

容所で会ったことがあると言います。

「(私に) 恵媛の家に薪を少しずつ渡しておけと言
われたんです。ただ、1ヶ月、2ヶ月に一回・・・」
  ～～～～～

　北朝鮮の有名な映画監督であるリ・ジンウさん

は、6・25戦争（朝鮮戦争）関連作品を制作するた

めに極秘文件を捜している途中、6・25戦争が北

侵ではなく南侵戦争であることを知り、周りの人

に言ったことで収容所に入れられました。

「6・25は米軍と(南韓)傀儡軍が北侵したと言って
たのに、金日成がやったことをこの人が知ってし
まったんですよ。北朝鮮は自分たちが戦争挑発な
んかしてないと言ってる国ですから、それをほっと
けるわけないんじゃないですか。それで収容所の
終身区域に入れたんですよ。」
  ～～～～～

　1977年、日本で拉北されためぐみさんの生存

に関する証言も出ました。

「大韓航空（KAL）機爆破事件」の実行犯である

金賢姫が、めぐみさんは工作員仲間の日本語先

生であったとの拉北事実を証言した以後、北朝

鮮側は自殺したと主張してきた。

しかし、北朝鮮がその証拠として日本の家族に送

った遺骨は、にせ物であることが判明されたうえ、

最近は拉北者である金泳南と離婚した後、「ハン

・ソンエ」という名前で平壌で娘と一緒に暮らして

いることが分かっています*。

「(めぐみさんが)生きている
ことだけを知っています。私は。」
  ～～～～～

　それに加えて、日本政府の生還圧迫がめぐみ

さんの生命に脅威になりうると警告します。

「日本であまりにも強力に要求したりすると、実際
に殺すこともありうるんですよ。殺して遺骨を送っ
てくる可能性もあるんですって。もう、今は(めぐみ
さんが北朝鮮の高位層に対する)秘密をたくさん
知ってるので、この女は返さないんですよ、北朝
鮮が。それは、それに関連した部署の人が私に言
ったことなんです。返しませんよ。」
  ～～～～～

　沢山の文化芸術人たちも収容所で惨めな死を

むかえました。

北朝鮮の高位層で育ち、平壌総合芸大の舞踊学

部を卒業して、舞踊家崔承喜（チェ・スンヒ）を師

事した金英順（キム・ヨンスン）さん。

金正日の最初の夫人である成恵琳と友達だとい

う理由で収容所に収監されました。

■金英順(耀徳収容所出身脱北者) 「(成恵琳の
ため)私が金正日の私生活を全部知っているとい
うことで…それが罪になるとは思わなかったです。
夢にも思いませんでした。」
  ～～～～～

　親が収容所で飢え死にされたという金さんは、

当時多く芸術人に会ったと証言します。

北朝鮮の初の芸術映画である「我が故郷」を演

出するなど監督としても有名な俳優姜弘植（カン

・ホンシク）さん。

韓国の俳優、ツェミンスシの外祖父としても知ら

れています。

「背がとても高くて素敵な方です。姜弘植先生。と
ころで、顔がそんなふうに鉄色になることは、想像
もできなかったです。私に、「（姜さん自身が）映画
に出演したい」と仰ってました。余命をあまりにも
惨めに収容所でお亡くなりになったことを思い出
すと、胸が痛みます。」
  ～～～～～

　また北朝鮮のサッカー英雄である朴勝人（パク

・スンジン）監督と選手たちは1966年のイングラ

ンドワールドカップでポルトガルに敗れたという

理由で、1930年代、現代舞踊家として全世界的

な名声を博した崔承喜先生は舞踊が退廃的であ

るとの理由で、2002年釜山アジアゲームと2003

年大邱ユニバーシアード大会の際、韓国を訪問

した美女応援団は韓国で見て聞いたことを口外

したという理由で、それぞれ政治犯収容所に収監

されたと脱北者たちは証言しています。

　北朝鮮の労動党創党66周年だった先月10日。

平壌市内のあちらこちらには創党66周年を記念

する語句が掲げられました。

それに加えて、この日は黄長燁（ファン・ジャンヨ

プ）元北朝鮮労動党秘書の一周忌。

韓国では故黄長燁先生の追悼行事が開かれまし

た。

臨津閣で開かれた対北ビラ撒き行事。

「北朝鮮同胞を解放して北朝鮮人民を救援しよう」
  ～～～～～

　大きな風船をビラと共に北朝鮮に飛ばします。

韓国での黄長燁先生の業績と北朝鮮の民主化

に対する意志を北朝鮮住民たちに知らせる内容

のビラです。      

この行事を主導してきた脱北者朴相学（パク・サ

ンハク）さんは、北朝鮮の殺害の脅威に苦しんで

います。

最近は朴さんを毒針で殺害しようとしていた同じ

脱北者出身の要員が公安当局に摘発されました。

このように北朝鮮のテロ対象になった人々は、北

朝鮮体制を批判する高位層の脱北者たち。

■朴相学(自由北韓運動連合代表) 「我ら脱北者
たちが、この大韓民国社会の国民としての不信を
持たせているのです。お互いに信じることができ
ず、殺し合うことによって、自分たちの3代世襲体
制に危害となる勢力に恐怖感を与えるために。」

増えていることが推測できます。

　北倉収容所出身の脱北女性が描いた地図。

5メートルぐらいのこの地図には、直接経験した
惨状がそのまま描かれています。

■金恵淑（キム・ヘスク、北倉収容所出身脱北者) 
「私が13歳の頃、75年2月に入って28年間暮しま
した。ところで、28年も暮しながら入ってきた理由
も分からずにいました。」
  ～～～～～
　この女性が描いた収容所絵と証言をもとに当
時状況をグラフィックに再演して見ました。

「入ってきた理由が知りたかったんですよ。でも、
そうすると、容赦なく銃殺をするという規定がある
んです。10ヵ条の条項が。 だから聞くこともできず
に、入ってきた理由も知らずに、炭鉱で働かなけ
ればならないんです。2トンの炭車を・・・一人で押
して動かすんですよ。早くやれと叫んでますから・
・・弟一人がそこの炭鉱で死にました。事故で。」
  ～～～～～
　自分も炭車で指を怪我して今も塵肺症を病ん
いる状況。

「時には夜明け2時、3時になって帰ってきて・・・だ
から男たちは40にもなっていないのに結婚もで
きずに塵肺症で死ぬ人が多いです。私は50歳で
すが、長く生きてるほうなんです。 仕事しに行く途
中で飢えで道端で死んだ人が多いです。死骸が・
・・最初は死体を見るのも怖かったんですが、もう
多すぎるからあってもひょいと飛び越えていくん
ですよ。」
  ～～～～～
　ひもじさや強制労動より我慢ならなかったのは、
人間的侮辱だったと言います。

「保衛部の人、こんなふうに人を捕まって連れ行
こうと、何人も群れで・・・私も袖を引っ張られてた
んです。」
  ～～～～～
　「それで連れて行って何をするつもりなんです
か？」
「強姦するんですよ。」
  ～～～～～
　国軍捕虜の息子であるこの男性は、耀徳収容
所に収監後、釈放され、その後脱北しました。

■キム・スチョル(仮名/耀徳収容所出身脱北者) 
「国軍捕虜(の息子として)の差別を受けながら、
やっと軍隊を除隊したのに、また炭鉱だって。そ
れで、『炭鉱には行きませんよ。私は。そんなに難
しく、大変な所だったら、将軍様の息子さんを先
に行かせたら私も行く』と言ったら、反動だと言わ
れたんです。その罪で、耀徳に入れられたんです。
罪もないんですよ。それが何の罪ですか。」
  ～～～～～
　やっはり惨めだった収容所生活。

「蛇も鼠もいないんです。肉は全部獲って食ってし
まいます。肉は獲って、時間のある時に、火を使っ
て沸かして食べたり、それが無理だったら、生肉
を、血も出てるのを、噛んで食べたり・・・」
  ～～～～～
　脱出を試みた人の公開処刑も目撃したと言い
ます。
「雪の上に『自由を探しに行きます』と書いといて、
消えたんですが、捕まってその場で銃殺されまし
た。皆が見ている所で、銃殺されたんです。」
  ～～～～～
　韓国に帰順した人の家族たちが収監された事
実も証言しました。

「黄長燁先生の七親等の親戚までの全員が、地
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渡邉 孝雄 (新会員)

　私が北朝鮮問題に関心をもったキッカケは、当時私は高校生でしたが、 1998年の飢餓で約300万人が亡くなったというＴＶの
報道を見たことです！    この時から北朝鮮とはどういう国なのか興味をもち、自分で調べてみました。
　シン・ドンヒョクさんの本や北朝鮮関連の本を何冊も読みましたが、脱北者や政治犯収容所のことを知って悲しくなり又北朝鮮
の人達を助けたいと思うようになりました。
そこから何気なくいろいろな人にこのことについて聞いてみると、知らない人や興味もない人が大半で、日本人の関心が低いこと
も分かりました。
　私も本を読んだとき、最初はこんな残酷なことが本当に行われているのか疑問に思うこともありましたが、脱北者の発言がみな
収容所のことを、『この世の地獄』と言っており、また命懸けで亡命しており、本当のことであると思うようになりました。
　収容所のことを調べれば調べる程、辛く眠れないこともありました。TVで収容所の生活が報道されるたび、胸がいたく、私に何か
出来ないかといつも考えていました。しかし、何もしないまま、13年が経ちました。
　ある日、ネットでNO FENCEの存在を知り、このまま黙殺してはいけないと思い、NO FENCEに入会し、活動に参加しようと決意、
2011年10月に入会しました。
今後、会の会合に積極的に参加し、目的達成の為に活動していきたいと思います。
未熟ですがよろしくお願いします。

13年めにやっと活動の機会

  ～～～～～

　脱北者を助けたり救出する民間活動家も中国

現地でテロなどに犠牲される場合が続きました。

先月末、中国東北地域の一都市。

荷物を持った脱北女性2人が、第3国を通じて韓

国に渡るために民間活動家の力を借りて車に乗

って慌てて移動する姿が取材チームに捉えられ

ました。

このような脱出過程を手伝うことを中国公安当局

に摘発される場合、韓国人など外国人は現地法

違反で起訴され、中国人の場合は処刑されたりし

ます。

　摘発された外国人が収容される中国延吉の拘

留所を撮影しました。

内部に見える拘禁施設と監視塔。

現在、こちらには他の脱北者たちと一緒にいて逮

捕された韓国国籍の脱北者が収容されています。

　中国瀋陽市の韓国総領事館。こちらにも二重 

の鉄條網を張って休みなく巡察し回る警備隊を

確認することができます。

脱北難民たちが中国内の外国公館に駆け込む

場合が続いているので、これを防ぐためです。

とりわけ、脱北者たちはお金がなくて中国から脱

することができず、公安につかまって北朝鮮に送

還される状況なので、これを見守るしかできない

脱北者たちは極度の不安と哀れな気持ちに苦し

められています。

■脱北者　「今、北から韓国に入ってくるのに普
通6百万ウォンほどですが、その程度の費用は韓
国人が中国とかどこかに旅行するときに使う金額
です。そのお金なら一人の命を助けられるお金で
す。」
  ～～～～～

　南と北を行き来しながら、離散家族の痛みと懐

かしさを伝達する一人の青年の話を描いた映画。

映画のように実際に南から北に手紙を配達する

人々もいます。

取材チームは、北朝鮮と中国の国境地帯で手紙

配達者に会いました。

韓国にいる一人のお母さんが北朝鮮の娘たちに

送る手紙。

「私の娘たちへ。豆満江が溶けた頃には危ない
から川がかちかちに凍りついた1月に、必ず渡っ
て来なさい。（あなたの）赤ちゃんは生きても死ん
でも必ず守らなければならないということを忘れ
てはならない。」
  ～～～～～
　北にいる家族が引越しをしても、うわさをたよ
りに捜し、南側の手紙は必ず届けていると配達者
は言いました。

「国境の側ではみんな携帯電話を使ってますから、
お互いに連絡しているんですよ。」

■KBS NEWS (11月11日、ニュース広場)　「先月、
中国で脱北者35名が逮捕されたのに相次ぎ、最
近、脱北者23名がまた逮捕され、北送直前に置
かれていることが分かりました。」
  ～～～～～
　ソウルの中国大使館の前で開かれた脱北者強
制送還反対デモ。

「中国政府は強制送還禁止の国際難民協約を守
り、今度逮捕された37名の強制北送方針を直ち
に撤回しろ。」
  ～～～～～
　国連とアメリカ、日本、ヨーロッパまで、国際社
会でも脱北難民と北朝鮮住民たちの人権に対す
る関心が高くなっています。
■スザンヌ・ショルテ(アメリカディフェンスフォー
ラム財団) 「いつか金正日体制は終わるでしょう。
避けることのできない事です。北朝鮮の住民たち
は私たちに聞くでしょう。私たちが苦しんでいたと
き、あなたがたは何をしていたかと。」
  ～～～～～
　韓国の国家人権委員会も、先月、北朝鮮人権
改善のための政策勧告案を政府に提示すること
を決めました。
■金泰勲（キム・ テフン、国家人権委員会) 「憲法
第3条によると、北朝鮮住民も大韓民国の国民で
あります。したがって、人権の中枢的な専門機構
である国家人権委員会にとって北朝鮮の人権は
誠に本質的な固有の業務であるとの立場です。」
  ～～～～～
　しかし, 韓国社会で脱北難民に対する関心と
支援は、まだ十分でないとの指摘があります。
■金龍化（キム・ヨンファ、脱北難民人権連合代
表) 「心を開いて寄付されたお金が、良いところに
使われる場合も多いですが、一部では恩着せが
ましく振舞ったりして、本当に苦しんでいる脱北者

たちに届かない場合も…」  
～～～～～
　このような脱北者を含んだ北朝鮮の人権問題
の深刻性は認めるものの、拉北者と国軍捕虜、離
散家族などの問題が優先的に解決されなければ
ならず、そのために北朝鮮との敵対的関係では問
題解決が難しいという主張もあります。

■高景彬(コ・ギョンビン、ソウルサイバー大学教
授) 「拉北者たちの生死確認や金鋼山での再会
など離散家族たちの問題を解決するためには、
やむを得ず北朝鮮政府の協助を必要とします。そ
うしないと、進展できないのが我々の現実です。」
  ～～～～～
　近現代史において唯一の3代世襲の独裁社会、
北朝鮮。
韓国社会での、対北関係をめぐる政治的,理念的
論争は依然として続いています。
しかし、同じ民族である北朝鮮住民たちの人権に
対しては関心も、論議も十分ではなかったのが事
実です。
　そして再び訪れてきた国境の冬、今日も生の限
界を耐えることができなかった同胞たちが命をか
けて川を渡り、同時に彼らの惨めな生活も一緒に
始まっています。

　　　　　   　　　　（韓和訳：李　元恩）

注*「ハン・ソンエ」
　北朝鮮当局が05年に作成したとされる平壌の
住民情報資料で、拉致被害者の横田めぐみさんと
生年月日や家族の名前が一致する「ハン・ソンエ」
という名前の女性がいると確認。同一人物と確定
するには至っていない。（四国新聞/2011/11/18 ）

韓国の朴・ソンヨン国会議員は、めぐみさんの夫
と娘が居住していた平壌住所に一緒に記載され
た、めぐみさんと生年月日の同じである「ハン・ソ
ンエ」という人が、めぐみさんと同一人物である
可能性が高いと証言。
「めぐみさんのこの住所は、、誰でも住むことので
きる住所ではではなく、（北朝鮮が）特別管理する
人々の住む所。」「北朝鮮が国連に提出した核施
設関連責任者の住所とも同じである点からして、
「ハン・ソンエ」という名前のめぐみさんは北朝鮮
の特別管理対象である」と言及。（YTNニュース
/2011/12/127）
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   ＜ NO FENCEの活動にあたって＞

共同代表 小沢木理
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CE（08年の

年初から準
備、同３月発

足）の立ち
上げから、会

員のみなさ
ま、世話人

の

みなさま、
砂川昌順、

小川晴久、
宋允復の各

氏

に今迄の感
謝をお伝え

すると共に
今後の活動

を託し辞
任の挨拶

とさせて頂
きます。N

O 

FENCE活動
が不要にな

るその時を
強く願いつつ

。

■“手”＝技
■ワンイシュー

■イニシャティブ

■「丸投げ請願から実現策提案型へ」

一種の交渉ごとでもある。相手が武力や核
を使う可能性があったとしても、ものごと
みな交渉次第である。良識的ルールが全く
通用しない相手であっても、やはり交渉術
が功を奏する。複雑すぎる問題含みの相手
であっても、ものごとを単純化して交渉術
を磨くことはまさに『急がば回れ』の早道、
賢い成功法ではないか。

「なんとかしてください！」「どうにかしてく
ださい！」「どうしてやらないのですか！」と
政府やお上に訴える式が従来の市民活動だ
った。それはバケツを叩くようなもので自ら
の思考能力の放棄を意味する。具体的成功
法や現実的に可能なものかまでは考えて
こなかった。「考えるのは、成功させるのは、
あなたたち政治家の仕事」としていた。政府
は、する気がないのではなくできることで
あればとっくにしていた。政治家といえどそ
れは誰がなろうと同じで、できるのは国民
の声に背を押されて「制裁強化」のパフォ
ーマンスだけだ。これからの市民活動は、
問題解決への道筋（ロードマップ）案や最
終目標迄に必要なフレームワークを示すこ
とができ、その内容で政治家と交渉ができ
ることが必要だ。それは、日本政府に対して
だけではない。手持ちの『駒』はそれぞれ託
された目標に向かって指せるのです。

北朝鮮の現政権下で最大の不幸は何かと
言えば、それは国民に主権がないことだ。
“人権”とはなにか、それはやはり「自己決定
権」から始まる。日本にいて平和ぼけしてい
る私たちにおいてもそれは全く同じだ。北
朝鮮の強制収容所は、まさに無条件に主権
者の自己決定権が剥奪され集められた場
所。つまりは、「収容所をなくせ！」という主
張は、裏返してみれば根源的問題の「主権
を戻せ！」の意味のはず。そういう意識、誰
もが等しく持っている侵すべからずの“イニ
シャティブ”の正しい理解なくしてこの活動
はやはり脆いものになってしまうだろう。

NO FENCEは“強制収容所廃絶”という明
確な目標を掲げていてその存在意味がある。
そしてこの問題の解決が北朝鮮国内はもと
より北朝鮮に拉致などで幽閉されている日
本をはじめその他の国々の人々の解放に繋
げる糸口であり、解放への最大の鍵だと考
えている。一方、同時に社会的に人権活動
をする市民団体にはそれ相当の責任も課せ
られる。「人権」というテーマひとつだけでも
おびただしい人権回復要求の市民団体が
ある。その多くは正論を主張している。しか
しここで懸念することは、自分たちが関わる
「主張」だけに囚われているあまり、ほかの
社会的人格権を軽視してしまいがちになる
ことだ。意図せず他に人権侵害を与えてし
まうこともあり得る。それではその市民団体
の主張自体が支持されなくなったり、社会
的信頼を失っていく。よって、それがワンイ
シューの落とし穴でもあり注意が必要だ。
自分たちの主張の裏付けとして一方で社会
的責任を自覚した活動組織でなければ、普
遍的な人権問題を語って説得力がなくなる。
常々そう思っている。

　　昨年（2011）12月1日都内で行われ
た「拉致被害者はなぜ生きていると言える
のか」という国際セミナーの集会で北朝鮮
の統一戦線部の元幹部、張哲賢氏が貴重
な証言を行った。
02年9月の小泉首相（当時）訪朝の日朝首
脳会談で、会談がゆきづまり、日本の一行
が休憩で別室に案内されたとき、安倍晋三
官房長官（当時）が、（盗聴されていること
を意識して）「拉致を認めず、謝罪もしない
のなら、平壌宣言に署名する必要もない。
決裂でいい。断固帰国しましょう」と話した
その盗聴資料を金正日が目を通した。
　その後再開された会議の冒頭で、金正日
は、突発的に独断で拉致を認め、謝罪も可
能だとにおわせた。それは単に「あてにして
いた日本からの金をこのまま何も取らずに
帰国させたのでは元も子もない」と、とっさ
に判断したからだった。つまりそういう緊
張した状況下で、野心が先行し想定外の
言動に走ったのである。全権を握るから出
来た言動ではあるが、まともな交渉などし
ない金正日でも一瞬の “隙”ができ、まさか
の“拉致を認める発言”を引き出してしまっ
たのだ。このとき始めて明らかにされたこ
の証言は私の持論を勇気づけた。それを
受けて、活動にあたっての私の考え方を参
考迄に以下に箇条書きにしてみた。

勝負ごとでは、その一手や技のいかんが決
め手となり勝敗を分ける。互いの手持ち駒
の働きを熟知し、自分の駒を適材適所効
果的に活かす。一本勝負的猪突猛進型は
短命に終わる。
用はそういう手は何度やっても振り出しに
戻ることになり一向に進展しない。「さらな
る制裁を強化」「飴とムチ」の二語のこだま
しか聞こえて来ない。かといって、どちらか
が大きな黒いタマをぶん投げ合って一気
に思いを遂げようとするのは、瞬時には勝
負が停止しても、逆にその勝負は泥沼化し
悲惨なエンドレス状態を招く。やはり採る
べき手は、相手が即警戒体制に入らないよ
うに持てる駒を同時進行でじわじわと相
手のふところに入っていき詰めていくこと
だ。いくつもの逃げ道を塞ぎ込めた段階で
は、「王手！」をかけなくてももう相手方は
お手上げ、何も出来ない状態にまでなって
いる。「王手！」と手を打つ駒を打つ必要も
無くなっていてゲームセットとなる。

♣ーご報告ならびに
ご挨拶ー♣


